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令和６年度 事業報告 

玉野総合医療専門学校 
 

「保健医療福祉のトータルケアの実現と一人ひとりが人権を尊

重し、地域社会において健康で心豊かな生活を営み、すべての

人が等しく生きる社会の実現」を学校の理念として掲げ、21世

紀の福祉社会が求める保健医療のスペシャリストを育成しま

す。

 

 

本校は、「21 世紀の保健医療のスペシャリストを養成する」ことを目標として、6 つ 

のビジョンを掲げ、そのビジョンの実現に向けて策定した中期計画に基づき令和 6 年度

事業計画を推し進めてまいりました。 

 

・医療関連社会で活躍でき得る人材を育成する。 

各学科ともに今年度も高い国家試験合格率を維持しました。また、国家試験取得

に必要な教育に加えて、就職後に活用できる資格取得に向けた支援を実施し、着実に資格取得者が増加

しました（NSCA 認定資格・保育士国家資格等）。 

・学生ひとりひとりの成長を支え、成果を具体化する。 

進級基準に満たない学生の退学率が高いため、GPA 指標を活用して退学に繋がりそうな学生に対し

て早期に個別指導を行い、また保護者との連携を強化して退学率の低下に努めました。 

・IOT・ICT を活用する教育・医療分野の環境整備・人材育成を目指す。 

通信環境の再整備によりモバイル端末での学習環境の見直しを図り、ICT を活用した情報共有を実施

して学生のデジタルリテラシーの向上を図りました。 

・研究マインドの保持と医療現場の実情を基にした教育能力を発展させる。 

学生による授業アンケートを WEB により実施し、教員はキャリアラダーを意識しながら自己点検評

価を行い、教育実践力の向上に努めました。教員の研究成果を広く社会へ発信するため学内紀要の発行

を Web 版に変更しました。 

・地域社会と共に行動し、互いの発展に寄与する。 

医療保健福祉の施策に関わる市町村事業に教職員が積極的に参加し、今年度は初の試みとして小学生

親子を対象にした体験型公開講座を開講しました。 

・全体の統一方針を確立し、学科間の相互理解を進展させ、納得できる学校運営を目指す。 

次年度より、スクールバス運行に要する経費を削減するため、学生の通学に関する新たな支援を年次

ごとに進行させます。また、教学面においては講義資料作成にかかる用紙・印刷費用を削減するため順

次電子教材に移行します。最重点課題として、次年度も本校の魅力を伝える広報活動を一層強化し、入

学者の確保に向けた取り組みを早い段階から実施します。 

玉野総合医療専門学校 校長 北山 順崇 
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Ⅰ．教育について 

１．充実したカリキュラム整備に関する中期目標 

４年制課程のメリットを活かし、国家資格取得に必要な教育のみならず、将来現場で必要となる関連分野のスタッフの

知識・技術を学び、医療関連分野で幅広く活躍可能な人材の育成を行う。また、ＩＣＴを活用した医療社会への変化に対

応するための教育を実施する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

①（保健看護学科） 

看護師・保健師２つ

の国家資格の取得を

目指し、指定カリキ

ュラムを中心とした

教育内容を多くの実

務家教員にて実施す

る。 

（保健看護学科）カリキュラム

検討委員会を中心に、保健師看

護師統合カリキュラム校とし

ての学科運営及び教学関連の

課題及び改善計画の立案、実施

というＰＤＣＡサイクルを適

切に循環させる。 

 

統合カリキュラムの内容を効率的に実施し、学生の

授業評価の集計結果を基に授業内容の見直しと指導

体制の調整をおこなった。 

Ａ 

（理学療法学科） 

理学療法士の国家資

格取得に加え、スポ

ーツ分野に特化した

トレーナー養成科目

を配置し、幅広い活

躍が行える人材を養

成する。 

（理学療法学科）国家資格取得

に必要な科目の他、スポーツト

レーナー資格の取得に必要な

科目の指導に力を入れる。資格

取得に必要な知識を充実させ

るため、講義以外での指導時間

を確保する。 

国家試験に必要な基礎・専門科目の充実を図り、理

解度を高めるための補習・個別指導時間の確保をお

こなった。スポーツトレーナーを目指す学生に対し

ては、関連資格取得に必要なカリキュラムを明確化

した授業をおこなった。 

Ａ 

（作業療法学科） 

作業療法士の国家資

格取得に加え、保育

士国家資格の取得が

行えるよう関連科目

の対策講座を実施す

る。作業療法士の活

躍の場が広がってい

る社会に対応した教

育を実施する。 

（作業療法学科）作業療法士

として社会に求められる人材

の養成を行う。また、保育士

国家資格や作業療法に関連す

る様々な資格取得を目指す学

生に対する教育を充実させ

る。 

 

作業療法士として社会に求められる人材の育成を目

的とし、国家試験合格に向けた教育体制の強化を行

うとともに、保育士国家資格をはじめとする関連資

格取得を目指す学生に対する支援体制の充実を図っ

た。 

Ａ 

②ＩＣＴを活用した

授業科目の配置と情

報機器利用環境の整

備を実施する 

実習設備を活用し実践的な教

育を多用し学びを深める。ま

た、医療現場で普及が進むＩ

ＣＴ医療に関する学びも授業

科目に取り入れていく。また

同時に情報モラルなどを指導

する能力を含む教員のＩＣＴ

活用指導力の向上を図る。 

電子カルテをはじめ、ICT 医療の基本的知識に関す

る内容をカリキュラムに組み込み、ICT を活用した

情報共有を実施、また学生のデジタルリテラシーの

向上を図った。 

Ｂ 
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２．入学者選抜方法の検討に関する中期目標 

適切な入学者選抜の実施により、各学科並びに各職種において求める人物像や目的意識をしっかりと持った学生を受

け入れる。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

①大学入学者選抜実

施要領を参考に本校

が求める人物像を選

抜するための入試方

法を検討・実施す

る。 

入試区分ごとに選抜方法を見

直し、入学志願者の能力・意欲・

適性等を多面的・総合的に評

価・判定するための入試を実施

する。また、ＡＯ入試の時期の

早期化を図る。 

一般入試・推薦入試・AO 入試それぞれの評価項目を

明確化し、「学力の 3 要素」に基づく多面的な評価

による入試を実施した。 

Ａ 

②入試方法の妥当性

の検証を行うため、

入試区分による在学

生の成績追跡調査を

行う。 

入試区分による在学生の成績

追跡調査を行い、定期試験の結

果から得られる情報を基に、学

生指導に活用する。また退学の

要因と入試区分の関係性を調

査し、次年度の入試方法に反映

させる。 

入試区分ごとに在学生の学修成果および退学要因を

分析し、その結果をもとに、次年度以降の学生支援

体制の充実と入試制度の改善を図ることを目的とし

て調査を実施した。 

Ａ 

 

３．教育の質保証に関する中期目標 

教育活動の質や学修成果の水準等を保証するため、多面的に自己点検評価を行う。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

①教育活動、学修成

果などに関する自己

点検評価を定期的に

行う。 

ラダーを取り入れた自己点検・

評価を実施し、教育者としての

資質向上を図る。 

教職員一人ひとりが成長段階（ラダー）を意識しな

がら自己点検・評価を行うことで、教育実践力の向

上を目的とした取り組みを実施しました。 

Ａ 

②授業アンケートを

定期的に行い、集計

結果の内容をフィー

ドバックさせ、改善

に努める。 

学生による授業アンケート（前

期・後期）の実施をＷＥＢによ

り実施する。全学共通のアンケ

ート項目に加え自由記述を設

け、個別の意見などを授業に反

映させる。 

専任教員と主に新任の非常勤講師に対してＷＥＢを

利用した授業アンケートを前期・後期にそれぞれ実

施し、その結果を学科にフィードバックした。 

Ａ 

③教員間による授業

観察を定期的に行

い、教授方法に関す

る考察を行う。 

校長・副校長等による授業観察

を実施し、結果を教育・指導力

向上に活かす。また教員間によ

る研究授業により、教師の専門

的な力量を磨き合う。 

教員間による授業観察を実施することができなかっ

た。 

Ｄ 
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Ⅱ．研究・創作について 

１．研究の推進に関する中期目標 

教員の研究活動を推進し教育効果を上げることに繋げるため、個人研究費の配分を行う。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

①各年度において適

切な研究計画が実行

されるよう、研究計

画及び予算計画に基

づき配分を行う。 

各教員の専門分野研鑽のため、

研究計画に基づき研究費の配

分を行う。 

各教員の教育の質の向上のため、教育活動に必要な

物品購入・学会参加に対して予算の配分を行った。 

Ａ 

②各年度において研

究成果の発信を行う

ため、紀要の発行を

行う。 

研究成果の発信を広く行うた

め、紀要の発行をＷＥＢ版に変

更する。 

教職員の教育成果を広く社会へ発信することを目的

とし、各学科より WEB により学内紀要の作成・発信

を実施した。 

Ａ 

 

 

Ⅲ．学生支援について 

１．学生支援に関する中期目標 

個々の学生が抱える問題に対処するため、学生及び保護者との面談の機会を設け、充実した学生生活が送れるようサポ

ートを行う。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

①学校生活や家庭で

の生活状況を情報共

有、また学生の変化

に即応できるよう最

適な時期に保護者懇

談会を実施する。 

生計維持者と教員が連携した

学生サポートを行うため、「保

護者懇談会」を実施し、相互に

情報の共有が行える関係性を

築く。遠方からの進学者や各家

庭の事情により対面での実施

が困難な場合はオンラインな

ど活用した連絡方法を活用す

る。 

各学科において学年に適した時期に保護者懇談会を

実施し、学業成績・出席状況・生活態度等の報告を

行った。奨学金や学納金納付に関する相談内容が増

えてきており、経済的な手続きに関する支援を行っ

た。 

Ｂ 

②講義内容への理解

が不十分な学生の理

解度を高めるため、

授業の前後、放課後

等を利用し、個別相

談や個別指導を行

う。 

学習意欲の低下につながる可

能性のある学生をＧＰＡ等の

指標を活用し、早期に個別指導

を行う。 

各学年での進級基準に満たない学生の退学率が高い

ため、修得単位数だけでは判断できない退学に繋が

りそうなＧＰＡの学生に対して、早期に個別指導を

行った。 

Ｂ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

③国家資格の合格率

を高めるため、通常

の授業に加え、過去

の出題傾向などを考

慮した対策講座など

の実施を行う。 

１～4学年の学習目標の明確化

と、業者模試および校内模試を

活用した自己評価・点検を実施

する。業者模試やオンラインに

よる国家試験対策学習システ

ムを活用し、学生個々の理解度

に応じた国家試験対策を放課

後や自習時間を利用して実施

する。 

各学科・学年において業者模試を実施、採点結果か

ら学習状況を判断し、合格ラインに達していない学

生に対して、個々に合わせた学習の指導を行った。 

Ｂ 

 

２．生活支援に関する中期目標 

充実した学生生活を送るため、課外活動、通学支援や各種奨学金のサポートなどの支援を行う。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

①各部活の活動が十

分に行えるよう設備

支援、人的支援、金

銭的支援を行う。 

大会への出場を目指す部活動

に対し、施設の利用時間を学生

のニーズに合わせるなど教職

員一同で支援する。 

岡山県専修学校交流スポーツ大会の競技種目を中心

とした部活動の活動を支援するため、教職員全員で

講義終了後の活動を支援した。 

Ａ 

②多様な学生を積極

的に受け入れるた

め、スクールカウン

セラー等による相談

しやすい体制を整え

る。 

多様な学生の学生生活を支え

るため、カウンセリングの申込

が気軽に行えるよう受付方法

などを見直す。また障害者差別

解消法による障がい者の差別

を解消するための体制整備作

りを行う。 

学内の教職員に相談が困難な内容に対応するため、

また継続して相談が行えるよう、前年度から引き続

き学外のカウンセラーを週１回予約制にて実施でき

るよう配置した。障がい者の差別解消に関する体制

整備については十分な取り組みが実施できなかった

ため、他校の事例を参考に取り組むこととした。 

Ｂ 

③毎年変化する在校

生の通学状況を調査

し、公共の交通機関

以外による通学者の

安全で快適な選択肢

を提供する。 

授業開始・終了時間に合わせた

運行スケジュールにより、ＪＲ

岡山駅、ＪＲ倉敷駅、ＪＲ茶屋

町駅を利用する学生の通学に

掛かる負担を軽減させる。ま

た、構内駐車場の利用可能台数

を希望する学生に合わせ増加

させる。 

遠方から通う学生や、公共の交通機関が不十分な地

域の学生に対してスクールバスの運行（倉敷駅、岡

山駅、茶屋町駅ルート）を行った。燃料費の高騰や

運行業務委託先の確保が難しくなってきていること

から、新たな通学を支援する内容を整備した。 

Ａ 

④経済的理由により

修学の機会が損なわ

れないよう、各種奨

学金支援制度の内容

紹介を行う。 

日本学生支援機構奨学金の新

制度や地方自治体が募集する

情報を提供し、安定した学生生

活が送れるようサポートする。 

既に採用されている奨学生(在学生)に対して、奨学

金の追加申し込みや貸与額などの変更など、制度の

説明を実施し、経済的な理由により退学に繋がらな

いよう取り組んだ。 

Ａ 
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Ⅳ．社会・地域連携・貢献について 

１．地域貢献・社会連携活動に関する中期目標 

地域の各種イベントに教職員・学生が参加し交流の機会を設けることで、地域の活性化を目指す。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

本校教育内容と関連

性のあるイベントへ

は積極的に参加し、

地域の方々に本校の

教育内容を理解して

もらいながら交流を

深める。また、地元

の高校生等に医療に

関する学びの機会を

設ける。 

・地域のイベントにおいて本

校の教育内容を生かしたブー

スの出展やボランティアとし

て参加し、地域の方と交流を深

める。また、地域の中高生に対

して学内での医療に関する学

習の機会を与える。 

・医療保健福祉の施策に係わ

る市町村事業に教職員が積極

的に参加し、地域社会貢献を行

う。 

・玉野市渋川ビーチサッカー

へのトレーナーボランティア

の参加を行う。 

「たまの消防フェスティバル」にボランティアとし

て参加し、地域の方々と交流を通じて防火衣体験、

水消火器体験、受付などのブースで手伝いを行っ

た。 

「玉野市渋川ビーチサッカー」にボランティアとし

て参加し、トレーナーボランティアを行った。 

Ａ 

 

２．地域貢献を通して本校の教育内容をＰＲする中期目標 

本校の教育内容を活かし、医療に関する最新情報を提供するため公開講座を実施する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

本校の教育内容を公

開講座を通じて紹介

するため、医療に関

するテーマの公開講

座を年間約３回実施

する。 

本校教員による医療に関する

内容をテーマとした公開講座

を本校で実施する他、地域が主

催する講演会などに教員を派

遣する。 

小学生親子を対象に楽しく学べる体験型公開講座

として、聴診器体験など看護学生が学習する際に用

いる機材を実際に使った看護体験などをおこなっ

た。 

Ａ 

 

 

Ⅴ．ＤＸについて 

１．情報通信技術の活用に関する中期目標 

医療や教育現場におけるＩＣＴの活用ならびに拡大が加速するため、医療分野に係るＩＣＴ教育の導入ならび教育に

必要な機器の整備を行う。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

教育の中でＩＣＴを

活用するため、教室

や実習室など学内全

ての場所においてネ

ットワークが利用出

来る通信環境整備を

行う。 

医療分野で利用されているＩ

ＣＴ環境を参考にし、教育の場

面で利用可能な環境を整備す

る。 

医療現場で求められるＩＣＴリテラシーに関する

科目を開講するとともに、機器の利用を想定した通

信環境の整備を行った。 

Ｂ 
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中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

オンライン診療やＩ

ＣＴ技術で必要な項

目を調査し、カリキ

ュラムの導入や講師

の検討を行う。 

医療現場で導入されているＩ

ＣＴの事例を学び、今後の医療

機関や企業での活用に役立つ

講義を行う。 

学生が実際にＩＣＴを体験できるよう、電子カルテ

模擬システムや記録支援ツールの操作体験が実施

できるよう、特別講義などの企画を行う事とした。 

Ｃ 

 

 

Ⅵ．組織・運営について 

１．学校運営組織と基盤の確立に関する中期目標 

学校運営に関する全学的事項を定めるため、各種会議を体系的に機能させ、改善項目に迅速に対応できる組織を築く。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

各種会議で検討する

事項ならびに課題を

明確にし、課題解決

に必要なプロセスを

教職員で共有するこ

とで人員配置の変更

によらない強い組織

づくりを目指す。 

学校運営方針の課題を各種会

議で連携し、全学的な対応を行

う。 

各種会議を定期的に開催し、学校運営に必要な検討

事項・課題を議論した。課題の検討結果など、事案

に合わせて対応できるよう、教職員への情報共有を

見直すこととした。 

Ｃ 

 

 

Ⅶ．内部質保証について 

１．自己点検評価に関する中期目標 

自己点検評価の実施により教育の質向上を実現する。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

自己点検評価の実施

を継続的に実施し、

その結果を改革・改

善に繋げることで質

の維持・向上を実現

する。 

各教員において自己の活動を

評価するため自己点検評価を

実施する。また、各学科の活動

も自己評価し、学校評価につな

げる。 

各学科が独自に設定した目標に基づき、教育活動・

学生支援・課外活動支援等の取り組み状況の点検を

行った。 

Ｂ 
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Ⅷ．教育研究環境について 

１．教育研究環境に関する中期目標 

養成施設指定基準に基づいた教育環境維持のため、計画的に実習設備等の見直しを行う。また、自主的に学習に臨む学

生のための環境整備を行う。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

購入から一定の期間

が経過している機器

について、教育上使

用に問題が無いか点

検・整備を行う。ま

た、実践的な教育を

行うため、現場で使

用している機器との

乖離が見られる場合

は購入を検討する。 

電子教材を多用するため、一定

期間経過した古い規格の視聴

覚設備の見直しを行う。 

教室に設置されているプロジェクター、モニター等

の機器を更新し、映像品質の低下や接続端子の旧規

格による接続不良の改善を行った。 

Ａ 

 

２．教育研究環境に関する中期目標 

図書室の学習環境ならびに設置する蔵書を充実させ、学習環境の充実を行う。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

自主的に学習に臨む

学生をサポートする

ため、専門分野に関

連した図書の購入を

行う。また蔵書検索

や無人貸出を行って

いる図書館システム

の見直しを行う。 

養成施設運営に必要な図書の

年間購読の他、各学科最新教材

の購入を行う。 

各学科のカリキュラムに関連する専門誌・学術雑誌

の継続購読を行い、教育の質向上と学生の学修支援

を行った。 

Ａ 

 

３．教育研究環境に関する中期目標 

全ての教室でＩＣＴを活用した講義（オンライン含む）が実施出来るよう環境整備を行う。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

講義やレポート作成

の環境を整えるた

め、パソコン教室の

システムやソフトウ

ェアの整備を定期的

に行う。 

パソコン教室の環境整備の他、

学生控室・図書室においても学

習が行えるよう整備を行う。 

Wi-Fi 環境の再整備により、モバイル端末での学習

支援環境の見直しを図った。 

Ａ 
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Ⅸ．運営・財政基盤について 

１．財政状況の安定化に関する中期目標 

安定した学校運営を行うため、収入増加及び支出減少に必要な取り組みを行う。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

①安定した学納金収

入を維持するため、

学生募集活動を強化

し、入学定員を確保

する。 

オープンキャンパス参加者を

増加させるため、ＳＮＳを中心

としたネットでのＰＲ活動に

力を入れる。 

オープンキャンパス前の数週間を重点期間とし、イ

ンスタグラムやＬＩＥＮを利用し参加者の増加に

繋げた。 

Ｂ 

②退学による収入減

少を抑えるため、担

任を中心とした学生

指導を取り組む。 

退学につながる状況を未然に

防ぐため、過去の退学者の傾向

を分析し、在校生への指導に役

立てる取り組みを行う。 

過去 5 年間の退学者情報をもとに、学年・時期・入

試区分・学業成績・出席状況などのデータを分析実

施した。 

Ｂ 

③人件費増加を抑制

するため、新規採用

時には各学科の年齢

構成ならびに専門分

野の配置を考慮し採

用を行う。適正な基

準(年齢構成)等を活

用する。 

各学科において配置する教員

について、適正な人数や年齢構

成比となるよう長期的な採用

計画を見直し、人件費を安定さ

せる計画を策定する。 

学科ごとの教育体制の充実と財政の健全化を両立

させるため、教員数および年齢構成比に着目した長

期的な募集を行い、教員の採用を実施しました。 

Ｂ 

④削減可能な執行内

容や合理化可能な業

務がないか調査・検

討する。 

学生数の増減に関わらない安

定した経営が行えるよう、見直

しが可能な事業項目を精査し、

具体的な実施案を作成する。 

スクールバスの運行に要する経費を削減するため、

学生の通学に関する新たな援助方法の検討をおこ

なった。 

Ｂ 

 

２．情報発信力の強化に関する中期目標 

教育活動の内容や受験生が求める情報がネットによる媒体を通じて十分に発信されている状況を目指す。 

中期計画 令和６年度 事業計画 令和６年度 事業報告 評価 

①学内の活動状況を

分析し、ホームペー

ジ・ＳＮＳなど、メ

ディアごとの特徴を

踏まえ、効果的な情

報発信を定期的に行

う。 

各学科の活動状況の発信を効

率的に行うため、募集活動の時

期に合わせた情報発信を行う。 

ＳＮＳを利用した定期的な情報発信、ホームページ

による学校紹介を年間を通じて実施した。 

Ａ 
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主な行事 

4 月 4 日 入学式（新入生登校日） 

5 月 11 日 宣誓式（保健看護学科） 

5 月 12 日 全学科オープンキャンパス 

6 月 8 日 入試説明会 

7 月下旬 前期定期試験 

8 月 3 日 玉野まつり 

8 月下旬 市民向け公開講座 

9 月下旬 保護者懇談会 

9 月下旬 後期授業開始 

10 月 11 日 特別入試、指定校推薦入試他 

10 月 25 日 優勇祭（学校祭） 

11 月 9 日 推薦入試Ⅰ期、ＡＯ入試 

12 月 7 日 推薦入試Ⅱ期、ＡＯ入試 

1 月 25 日 一般入試Ⅰ期、ＡＯ入試 

2 月 15 日 一般入試Ⅱ期、ＡＯ入試 

2 月下旬 国家試験受検（看護師、保健師、理学療法士、作業療法士） 

3 月上旬 非常勤講師連絡会議、実習指導者連絡会議 

3 月 10 日 卒業証書授与式 

3 月 16 日 一般入試Ⅲ期 

 

  



玉野総合医療専門学校 - 192 -  

学生数・教職員数 

■在籍学生数 

 

■卒業者数等一覧 

（令和６年度） 

区分 
修了者・

卒業者 
満期退学 

就職希望者 

A 

就職者 

B 

就職率 

B/A 
進学者 

退学者・

除籍者 
休学者 

留年者 

※ 

学部 81 － 80 80 100% 1 24 8 11 

※修業年限を超えて在籍している学生数（令和 7 年 4 月 1日現在） 

 

主な就職先 
岡山赤十字病院、岡山ろうさい病院、水島中央病院、心臓病センター榊原病院、たまの病院、

倉敷平成病院、岡山県精神科医療センター、東京品川病院、浜田医療センター 

 

 

■教職員数 

 

  

■在籍学生数

（令和6年5月1日現在）

保健看護学科 40 29 160 141

理学療法学科 40 35 160 119

作業療法学科 40 15 160 78

120 79 480 338

（単位：人）

在学者数

医療専門課程

合　　　計

課程・学科名 入学定員 入学者数 収容定員

■教職員数

（令和6年5月1日現在）

校長 副校長 教員 教員　計 事務職員

（※副校長1名は教員兼任） （単位：人）

1 1 27 29 6
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財務関係 

■事業活動収支 

 

 

■財務改善に向けた取組 

収入面においては、入学者数が前年度より減少し、在

学生数も減少したため、学納金収入が減少することとな

りました。このことから、収支のバランスを適切に保つ

ため、入学者の定員確保のため、広報活動に必要なホー

ムページ、学校案内のリニューアルを実施ました。入試

制度もリニューアルし早期の学生確保に努めます。ま

た、退学者を減らす取り組みを全学上げて行うこととし

ます。 

支出面においては、学外実習の際に遠方施設での実習

に掛かる宿泊費を抑えるため、新たな実習先の確保や学

生の配置を見直すことで、経費の一部を削減しました。

また、光熱水費については LED 照明への交換、空調設備

の温度設定見直しの取り組みを行いましたが、削減の目

標には至らなかっため、LED照明への更新をさらに進め

る計画です。この他、人件費においては、年齢構成・専

門分野を考慮した採用を行い、専任教員ならびに非常勤

講師の効率的な配置を実施しました。

 

■施設設備整備計画（抜粋） 

教育環境整備として、設置から一定年数が経過したプロジェクターを更新し、各機器との接続環境も最新のものに更

新しました。また、学生が所有する端末を Wi-Fi に接続するため、セキュリティ対応の認証機器を導入しました。 

主な装置・設備関係                                    （単位：千円） 

事業名 金額 

プロジェクター 1,344 

ネットワーク接続用認証機器 990 

呼吸機能測定装置 869 

 

（単位：千円）

令和６年度
予算額

令和６年度
決算額

学 生 生 徒 等 納 付 金 365,120 359,709

経 常 費 等 補 助 金 56,000 50,603

そ の 他 収 入 7,500 7,108

計 428,620 417,420

人 件 費 310,348 310,858

教 育 研 究 経 費 124,841 122,193

管 理 経 費 44,802 39,538

そ の 他 支 出 0 212

計 479,990 472,801

△ 51,370 △ 55,381

収 受 取 利 息 等 0 89

支 借 入 金 利 息 等 0 0

0 89

△ 51,370 △ 55,292

収 資 産 売 却 差 額 等 0 133

支 資 産 処 分 差 額 等 0 0

0 133

△ 51,370 △ 55,159

△ 1,800 △ 3,817

△ 53,170 △ 58,976

　　　　　　　　　年度
　　科目

当年度収支差額

教
育
活
動
収
支

収
入

支
出

教育活動収支差額

教
活
外

教育活動外収支差額

経常収支差額

特
別

特別収支差額

基本金組入前収支差額

基本金組入額合計


